
 

平成23年度事業報告書 
平成23年4月1日から平成24年3月31日まで  

 
１．概 況  

平成23年4月1日、情報通信学会は、公益財団法人として新たなスタートを切りました。初年度となる平

成23年度は「公益法人としての社会貢献を目指して」を事業計画に掲げ、積極的に学会活動を展開すると

ともに、シンポジウムや研究会を開催し、情報発信に努めました。 
公益事業１「学術大会、国際フォーラムの開催事業」としては、6月に専修大学において学会大会を開

催、11月に東京国際フォーラムにて国際コミュニケーション・フォーラムを開催した。また、10月には大

阪大学中之島センターで関西大会を開きました。 
公益事業２「研究会等、機関誌発行、研究顕彰事業」としては、計42回の研究会、7回の情報通信ビジ

ネス懇談会を開催し、機関誌「情報通信学会誌」を4号発行しました。また、平成22年度に学会誌に掲載

された論文のうち、優秀な論文を選考し、論文賞を授与しました。 
 

２．収支状況  
収入面においては、賛助会費が600千円の減収、正会員（一般）が431千円の減収となり、昨年に比べて

経常収益計は、1,267千円の減収となりました。一方、支出面において事業費、管理費ともに経費の節減

に努め、昨年より1,180千円を節減しましたが、収入面の減収が大きく、1,041千円の経常赤字となってい

ます。 
賛助会員は、電気通信普及財団（1口）、未来工学研究所（1口）が退会、富士通株式会社（4口）の減

口があり、平成23年度末の賛助会員数及び口数は41団体・107口となりました。 
平成23年度中の会員増減状況は次表のとおりです。 
 

【平成23年度中の会員増減状況】  

 
３．公益事業１ 学術大会、国際フォーラムの開催事業 
（１）第 28 回情報通信学会大会 
第 28 回情報通信学会大会を専修大学、生田キャンパスにおいて平成 23 年 6 月 23 日（土）・24 日（日）

の 2 日間開催しました。「コンテンツの流通と戦略」をテーマに産官学よりパネリストを招き、ICT 環境

 
 

正会員 
(一般） 

正会員 
(院生)  

正会員 
(特別) 

正会員 
（団体） 

学生

会員 

賛助会員  合計 

団体数  口 数  個人 
団体数

（口数） 

23年4月1日現在 713 108 32 4（5口） 3 43 113 856 118 

年度内増

減 
入会  19 24 23 0 1 0 0 67 0 
退会  △24 △7 △1 0 0 △2 △2 △32 △2 
変更  △8 △3 11 0 0 － － － － 

 口数変 －  － － 1 － － △4 － △3 
増減計  △13 14 33 1 1 △2 △6 35 △5 

24年3月31日現在 700 122 65 4（6口） 4 41 107 891 113 



化、グローバル化の中で日本のコンテンツ産業の流通戦略について議論しました。併せて、緊急シンポジ

ウムとして「震災と情報通信」と題し、石巻専修大学及びラジオ石巻よりパネリストを招き、情報通信の

震災時における状況の報告を受けるとともに、未来にわたる課題について議論を行いました。 
なお、本学会大会は、「情報通信月間」の参加行事として「情報通信月間推進協議会」の協賛を得て実

施しました。 
プログラムの概要は表1の通りです。 

（２）第28回国際コミュニケーション・フォーラム 
 平成23年11月18日（金）、東京国際フォーラムＧ棟会議室において第28回国際コミュニケーション・フ

ォーラムを開催しました。「我が国の情報通信ビジネスの国際展開」をテーマに、韓国より韓国放送通信

電波振興院よりパク・キソン氏を招き、特別講演を行ったのち、パネル・ディスカッションでは産学官の

パネリストと、我が国の情報通信産業の国際競争力を高めるにはいかなる改革が必要かを議論しました。 
プログラムの概要は表2の通りです。 

（３）関西大会 
 関西地区においても、平成23年10月4日（火）、大阪大学中之島センター佐治敬三メモリアルホールに

おいて、関西大会を開催しました。「東日本大震災と情報通信―スマートなメディア・インフラを求めて」

と題し、基調講演とパネル・ディスカッションを開催しました。災害時に有効な情報通信手段の在り方に

ついて議論を行いました。 
プログラムの概要は表3の通りです。 

 
４．公益事業２ 研究会等、機関誌発行、研究顕彰事業 
（１）研究会 
 16の研究会が活動を行い、年間計42回の研究会が開催されました。各研究会の開催回数は、情報経済研

究会 1回、情報社会研究会 2回、国際情報研究会 4回、情報文化研究会 2回、マルチメディア研究会 2
回、情報行動研究会 1回、情報通信文明史研究会 3回、モバイルコミュニケーション研究会 3回、情報知

財研究会 6回、情報社会システム研究会 4回、メディア集中に関する研究会 6回、地域メディア研究会 3
回、ICT将来政策研究会 4回、情報通信経済法学研究会 1回です。 
 詳細は表4の通りです。 
（２）情報通信ビジネス懇談会 
 情報通信ビジネス懇談会を年7回開催しました。情報通信に関する様々な切り口から講演が行われ、一

般にも参加しやすいテーマを取り上げました。 
 詳細は表5の通りです。 
（３）情報通信学会誌の発行 
投稿論文、論説と学会大会及び国際コミュニケーション・フォーラムの講演録を掲載した情報通信学会

誌を年4回発行しました。 
・情報通信学会誌第98号（平成23年5月号）  
・情報通信学会誌第99号（平成23年9月号）特集 第28回情報通信学会大会 
・情報通信学会誌第100号（平成23年12月号）  
・情報通信学会誌第101号（平成24年3月号）特集 第28回国際コミュニケーション・フォーラム 
（４）論文賞の授与 
 平成 22 年度発行の学会誌に掲載された論文から優秀賞 1 編、佳作 3 編を論文賞選考委員会により選出

し、7 月に専修大学で開催された学会大会において表彰を行った。 



 
５．会議等の開催  

平成23年度中に会議が次の通り開催され、付議事項について討議、承認しました。  
（１）理事会  

回  期 日  付 議 事 項  

１ 平成23年 4月 1日（金）  １．平成 23年度事業計画について 

２．平成 23年度予算について 

３．公益財団法人情報通信学会規則類について 

４．入会承認について 

報告事項： 

１．公益財団法人情報通信学会設立登記と財団法人情報通信学会

解散登記について 

２．韓国 KATP学会との活動協力について 

３．学会大会シンポジウムの一部内容変更について 

４．被災地在住の会員について 

２ 平成23年5月24日（火） １．平成 22年度事業報告について 

２．平成 22年度決算について 

３．定款の変更の案について 

４．関西センター委員会委員の一部交代について 

５．終身会員承認について 

６．入会承認について 

報告事項： 

１．会員投票について 

２．第 28回学会大会の進捗状況 

３．第 28回国際コミュニケーション・フォーラムについて 

４．その他 

３ 平成23年6月2日（木） 

みなし決議による 

１．評議員会招集の件 

４ 

 

平成23年6月28 日（木） 

みなし決議による 

1.平成 22年度(第 12回)論文賞について 

2.関西センター委員の交替について 

５ 平成23年10月7日（火） 

 

1．委員会委員の交替について 

2．新規研究会の承認について 

3．第 29回学会大会の開催校について 

4．第 29回学会大会個人研究発表募集要領について 

5．正会員表彰受賞者について 

6．入会承認について 

7．臨時評議会の開催について 

8．設立 30周年記念国際コミュニケーション・フォーラム実行委

員長について 

検討事項： 



１．会員投票の手続きについて 

２．寄附の受付について 

３．設立 30周年記念行事について 

報告事項： 

１．平成 23年度関西大会開催報告 

２．第 28回国際コミュニケーション・フォーラムの進渉状況 

３．J-STAGの利用開始について 

４．ツイッターによる情報配信について 

６ 平成24年1月24日（火） 1．平成 24年度事業計画について 

2．平成 24年度予算について 

3．新規研究会の承認について 

4．入会申込者の承認について 

７ 平成24年3月7日（水） 

みなし決議による 

１．平成 24年度事業計画（案）について 

２．平成 24年度予算（案）について 

３．評議委員会召集の件 

４．税額控除に係る証明書の申請について 

５．入会申込者の承認について 

６．終身会員の承認について 

 

（２）評議員会  

回  期 日  付 議 事 項  

１ 平成23年 4月1日（金）  １．平成 23年度事業計画について 

２．平成 23年度予算について 

３．公益財団法人情報通信学会規則類について 

報告事項： 

１．公益財団法人情報通信学会設立登記と財団法人情報通信学会

解散登記について 

２ 平成23年 6月20日（月） １．平成 22年度事業報告について 

２．平成 22年度決算について 

３．定款の変更の案について 

検討事項： 

１．基本財産の運用について 

報告事項： 

１．監事監査規則について 

２．第 28回学会大会について 

３．第 28回国際コミュニケーション・フォーラムについて 

４．その他 

３ 平成23年7月5日（火） 

みなし決議による 

１．理事交替について 

４ 平成23年 11月22日（火） １．寄附受け入れ検討委員会の設置について 



検討事項： 

１．基本財産の有価証券の選定方法について 

５ 平成24年 3月15日（木） １．平成 24年度事業計画について 

２．平成 24年度予算案について 

報告事項： 

１．事業報告 

２．監事監査規則の改定について 

３．税額控除に係る証明書の申請について 

 

（３）正副会長常務理事会議  

回  期 日  付 議 事 項  

１ 平成23年 9月13日（火） １．委員会委員の交替 

２．入退会承認 

３．委員会任期の変更について 

４．「選挙・会員投票等規則」の改定について 

５．寄附の受付について 

６．学会案内リーフレットの作成について 

７．その他 

事業企画委員会関連、研究企画委員会関連、編集委員会関連、

情報化委員会関連、関西センター委員会関連 

 

（４）委員会  

ア 関西センター委員会 

回  期 日  議 案  

１  平成23年5月17日（火） １．運営委員会改選について 

２．平成 23年度関西大会開催について 

３．研究会について 

２ 平成23年7月29日（金） １．運営委員について 

２．平成 23年度関西大会について 

３．研究会について 

３ 平成23年9月26日（月） １．平成 23年度関西大会について 

２．運営委員の改選について 

３．研究会について 

４ 平成23年 12月6日（火） １．委嘱状について 

２．平成 25年の学会大会の関西での開催について 

３．次回の研究会について 

４．来年度の予定について 

 

イ 事業企画委員会  

回 期 日 議 案 



１ 平成23年 5月20日（金） １．第 28回国際コミュニケーション・フォーラムの開催について

２．情報通信ビジネス懇談会の開催状況について 

２ 平成23年 9月26日（月） １．第 28回国際コミュニケーション・フォーラムの開催について 

２．ビジネス懇談会 

３．委員の任期について 

４．設立 30周年記念行事 

３ 平成24年 3月5日（月） １．第 29回国際コミュニケーション・フォーラムの開催について 

２．設立３０周年記念国際コミュニケーション・フォーラムにつ

いて 

３．情報通信ビジネス懇談会について 

報告事項： 

１．平成 24年度事業計画（案） 

２．第 29回学会大会開催要領 

 

ウ 研究企画委員会  

回 期 日  議 案  

１ 平成23年 4月14日（木）  １．第 28回学会大会個人研究発表について 

①応募内容の検討 

②グループ分け、タイムテーブルの作成 

③司会者の選定 

２．研究会設置規則について 

２ 平成23年 12月2日（金） １．第 29回学会大会個人研究発表について 

２．研究会設置規則について 

３ 平成23年 3月30日（金） １．第 29回学会大会個人研究発表 

①応募内容の検討 

②グループ分け、タイムテーブルの作成 

③司会者及び討論者の選定 

２．研究会設置運営規則について 

３．平成 23年度研究会活動報告及び平成 24年度活動計画 

 

エ 編集委員会  

回  期 日  議 案  

１ 平成23年 6月7日（火）  １．投稿論文の査読の可否判断、担当編集員の決定、 

査読員の推薦 

２．平成 23年論文賞の決定 

３．学会誌の電子化と「J-STAGE」について 

４．「情報通信学会誌」編集細則、査読要領の改定 

５．掲載論文の修正・訂正掲載について 

６．その他 



２ 平成23年 9月 8日（木） １．投稿論文の査読可否判断、担当編集員の決定、査読員の推薦 

２．査読者からの指摘について 

３．『情報通信学会誌』編集細則、査読要領の改定 

４．J-STAGE掲載開始について 

５．その他 

３ 平成23年12月8日（木） １．投稿論文の査読可否判断、担当編集員の決定、査読員の推薦 

２．学会誌の担当者の決定 

３．情報通信学会投稿論文取扱い規定 

４ 平成24年2月17日（金） １．投稿論文の査読可否判断、担当編集員の決定、査読員の推薦 

２．学会誌の担当者の決定 

３．情報通信学会投稿論文取扱い規則 

４．学会誌掲載論文の著作権についての規則 

 

オ 情報化委員会 

回 期 日 議 案 

１ 平成23年4月15日（金） １． 学会事務局会員業務の ICT活用による作業の効率化／合理化 

２．学会ホームページの改善 

３．学会誌の Web公開について 

４．その他 

２ （随時Web会議） １．セキュリティ規則の制定について 

２．学会ホームページの改善 

３．新しいメディアの利用について 

３ 平成24年3月12日（月） １． 学会事務局会員業務の ICT活用による作業の効率化／合理化 

２．学会ホームページの改善 

３．メールマガジンの発行 

４．学会誌の Web公開について 

５．新しいメディアの活用について 

６．その他 

 

オ 学会大会実行委員会 

回 期 日 議 案 

１ 

２ 

３ 

平成23年5月11日（水） 

平成23年5月24日（火） 

平成24年1月25日（水） 

 

学会大会開催準備作業 

 

カ 寄附受け入れ検討委員会 

回 期 日 議 案 

１ 平成23年12月9日（金） 

 

１．先行事例について説明 

２．税額控除制度に関する疑問点と申請に関して想定される作業

について説明 



３．問題点などを議論 

４．対応について  

２ 平成24年1月18日（水） １．公益法人協会個別面談の内容報告 

２．申請についての検討 

３．今後の準備について 

 



表１ 第28回情報通信学会大会 プログラムと概要  
第 28回情報通信学会大会 

日 時：平成 23年 7月 2日～3日(土、日) 

場 所:専修大学生田キャンパス 

テーマ:「コンテンツの流通と戦略」 

個人研究発表：アーリーバード 13発表、一般 27発表 

ポスターセッション：2発表 

シンポジウム 1「震災と情報通信」 

パネリスト：会津泉(多摩大学情報社会研究所） 

鈴木孝也（石巻コミュニティ放送株式会社） 

湊信吾（石巻専修大学） 

山田健太（専修大学） 

司会：菅谷実（慶應義塾大学） 

シンポジウム 2「ク－ルジャパンとコンテンツ流通」 

パネリスト：今川拓郎（総務省） 

小尾一介（グーグル株式会社） 

豊永真美（日本貿易振興機構） 

牧野二郎（弁護士 牧野総合法律事務所） 

三原龍太郎（経済産業省） 

司会：松井剛（一橋大学大学院）  

 

表２ 第28回国際コミュニケーション・フォーラム プログラムと概要 

第 28回国際コミュニケーション・フォーラム 

日 時： 平成 23年 11月 18日（金） 

場 所： 東京国際フォーラム G602 会議室 

テーマ：「我が国の情報通信ビジネスの国際展開」  

特別講演： パク・キソン(韓国放送通信電波振興院(KCA)) 

パネル・ディスカッション 

パネリスト：パク・キソン(韓国放送通信電波振興院(KCA)) 

谷脇康彦（総務省） 

境真良（経済産業省） 

平田正之（株式会社情報通信総合研究所） 

武市博明（一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会） 

モデレータ：村上輝康（株式会社野村総合研究所） 

三友仁志（早稲田大学） 

 



表３ 平成23年度関西支部大会 プログラムと概要   

平成23年度関西大会 

日 時：10月 4日（火） 

場 所：大阪大学中之島センター 佐治敬三メモリアルホール 

全体テーマ 

「東日本大震災と情報通信－スマートなメディア・インフラを求めて」 

基調講演 

講演タイトル：「大規模災害時における情報通信基盤の在り方について」 

講演者：日比野靖（北陸先端科学技術大学院大学） 

パネルディスカッション・テーマ「震災と情報通信」 

パネリスト：日比野靖（北陸先端科学技術大学院大学） 

野崎雅稔（総務省） 

入江恵（株式会社ＮＴＴドコモ） 

村井説人（グーグルジャパン）  

櫻井豊（シスコシステムズ合同会社） 

コーディネーター：小林吉純（大阪工業大学） 

 

表3  研究会開催状況 

【情報経済研究会】  

主査：内山 隆 （青山学院大学） 

幹事：湧口清隆（相模女子大学） 

第 1回（平成 24年 3月 21 日） 

報告：「周波数オークションのわが国への導入をめぐるディスカッション」 

報告者：鬼木甫（㈱情報経済研究所）湧口清隆（相模女子大学） 

 

【情報社会研究会】 

主査：中村広幸（芝浦工業大学） 

幹事：井村 保（中部学院大学）、柴田邦臣（大妻女子大学） 

第 1回（平成 23年 7月 3日） 

報告：「携帯コンテンツとしての３Ｄ映像の可能性」 

報告者：関谷隆司（ステレオアイ） 

報告：「教育分野における３Ｄ立体映像の可能性」 

 報告者：中村広幸（芝浦工業大学） 

第 2回（平成 24年 2月 11 日） 

報告；「教育研究分野におけるＳ３Ｄ映像の利用」 

 報告者：星野奏絵、原誌央理、江森慎、中村広幸（以上、芝浦工業大学）関谷隆司（ステレオアイ） 

 

【国際情報研究会】 

主査：三友仁志（早稲田大学） 

幹事：田中絵麻（マルチメディア振興センター）、三澤かおり（マルチメディア振興センター） 



第 1回（平成 23年 9月 15 日） 

報告：「忘れられた忘却とプライバシー商用化」 

報告者：伊藤英一（日本大学） 

第 2回（平成 23年 10月 11日） 

報告：「The Mobile (R)evolution: Is It Comfortable to Live in a Walled Garden? 

(モバイル分野の（革命的）進化：囲い込み環境での生存は安心か？）」 

報告者：Marco Koeder（MRM Worldwide Japan of the McCannWorldgroup） 

第 3回（平成 24年 2月 15 日） 

報告：「急成長するソーシャルゲームの可能性」 

報告者：金子哲宏（株式会社ディー・エヌ・エー（DeNA）） 

第 4回（平成 24年 3月 14 日） 

報告：「Software Ecosystem, Past and beyond...」 

報告者：楠正憲（日本マイクロソフト） 

 

【情報文化研究会】  

主査：中野幸紀（関西学院大学）、岡田朋之（関西大学） 

幹事：加藤聡（西日本電信電話株式会社） 

第 1回（平成 23年 7月 29日）  

報告：「日本の教育におけるデジタル化の課題─世界の教育現場から─」 

報告者：上松恵理子（新潟大学） 

第 2回（平成 24年 3月 17 日）  

報告：「日本のコンテツ政策について」 

報告者：中村伊知哉（慶應義塾大学院） 

報告：「コンテンツ流通に関する新しいビジネスとそのコンテンツ保護技術」 

報告者：畑中康作（インテル株式会社）」 

 

【マルチメディア研究会】 

主査： 塚本勝俊（大阪大学大学院）、中西浩（大阪大学） 

幹事： 長谷川想（電通関西支社）、太田清喜（総務省 近畿総合通信局） 

第 1回研究会（平成 23年 5月 17日）  

 報告：「IP サイマルラジオ(radiko)の可能性と今後の展開 ～ネット広告とは異なる新しいビジネス

モデルとは？～」 

報告者：三浦文夫（株式会社電通関西支社） 

第 2回研究会（平成 24年 3月 21日） 

報告：「モバイルサービスの現状と将来」 

報告者：三木修（NTT ドコモ） 

＊情報通信ビジネス懇談会合同 

 

【情報行動研究会】 

主査；吉井博明（東京経済大学） 

幹事：三上俊治（東洋大学）・橋元良明（東京大学大学院） 



第 1回研究会（平成 23年 7月 3日） 

 報告：「日本人の情報行動、この 15 年の変化」 

 報告者：橋元良明(東京大学） 

 コメンテータ：松田美佐（中央大学） 

 

【情報通信文明史研究会】 

主査：押田榮一（情報文明研究所） 

幹事：中野幸紀（関西学院大学）・松田裕之（甲子園大学）  

第 1回研究会（平成 23年 7月 3日）  

報告：「日本の通信事業の特質 －何故、官営・独占が長く続いたのか－」  

報告者：押田榮一（情報文明研究所） 

報告：「技術と制度が織りなす通信サービスの歩み一般財から自由財へ－」 

報告者：中野幸紀（関西学院大学） 

第 2回研究会（平成 23年 11月 4日） 

テーマ：「我が国における郵政事業」 

報告：「東日本大震災と郵政事業」 

報告者：押田榮一(情報文明研究所) 

報告：「日本近代郵便の創設及び確立と官営化－郵便が国民に身近な通信手段となるまで－」 

報告者：田原啓祐(大阪経済大学) 

第 3回研究会（平成 23年 11月 22日） 

報告：「郵便番号自動読取区分機等見学会」 

 

【モバイルコミュニケーション研究会】  

主査： 藤本憲一（武庫川女子大学） 

幹事：岡田朋之（関西大学）・富田英典（関西大学） 

第 1回研究会（平成 23年 7月 3日） 

報告：「ケータイの小さな物語り－ケータイ・ストーリテリングの内側－」 

報告者：金暻和（東京大学大学院） 

報告：「ソーシャルメディアの AR 的利用：位置情報利用サービスの拡大と利用者側のふるまいに 

ついて」 

報告者：吉田達（新潟大学） 

報告：「モバイルＡＲ社会における時間と空間：ＡＲフィギュアとリアルタイムＡＲをめぐって」 

報告者：富田英典（関西大学） 

第 2回研究会（平成 23年 8月 10日）  

報告：「モバイルジャーナリズムの可能性と課題」 

報告者：脇浜紀子（よみうりテレビ放送） 

討論者：坂田謙司（立命館大学） 

司 会： 岡田朋之（関西大学） 

第 3回研究会（平成 24年 3月 7日） 

報告：「ソーシャルメディアとモバイル」 

報告者：高広伯彦（株式会社スケダチ） 



 

【情報知財研究会】 

主査：鈴木雄一（東京理科大学教授） 

幹事：玉井克哉（東京大学教授） 

第 1回研究会（平成 23 年 5月 26 日）  

報告：「クラウド・コンピューティングと著作権･序説～コンテンツビジネスへの影響を中心に～」  

報告者：奥邨弘司（神奈川大学） 

第 2回研究会（平成 23 年 7月 14日） 

報告：「韓国のデジタル放送と著作権の最新動向」  

報告者：金泳徳（韓国コンテンツ振興院） 

第 3回研究会（平成 23年 12 月 15 日）  

報告：「リーチサイト問題とサイト運営者の責任」  

報告者：安田和史（株式会社スズキアンドアソシエイツ・電気通信大学） 

鈴木香織（株式会社スズキアンドアソシエイツ・電気通信大学） 

清水利明（電気通信大学） 

第４回研究会（平成 24年 2月 27日） 

報告：「ネットワークビジネスの課題:米国の事例」 

報告者：Eric Clemons（ペンシルバニア大学ワートン・スクール情報マネージメント学科） 

第５回研究会（平成 24年 3月 22日）  

報告：「JASRAC概論」  

報告者：池上光朗（日本音楽著作権協会（JASRAC）） 

第 6回研究会（平成 24年 3月 29日） 

報告：「Privacy と Propertyの微妙なバランス：Post 論文を切り口にして Warren and Brandeis 論

文を読み直す」 

報告者：林紘一郎（情報セキュリティ大学院大学） 

 

【情報社会システム研究会】 

主査：清原聖子（明治大学）  

幹事：上田昌史（国立情報学研究所）、李洪千（慶應義塾大学 SFC研究所） 

第 1回研究会（平成 23年 5月 26日） 

報告：「災害と政治参加メディアとしての Twitterの現状報告」    

報告者：上杉隆（ジャーナリスト、自由報道協会） 

報告：「ツイッターと社会関係資本」 

報告者：小林哲郎（国立情報科学研究所） 

第 2回研究会（平成 23年 7月 7日） 

報告：「我が国の復興と電子行政の果たすべき役割～東日本大震災を踏まえて～」 

報告者：吉田眞人（内閣官房） 

第 3回研究会（平成 23年 11月 11日） 

報告：「韓国の選挙と SNS政治」  

報告者：高選圭（韓国選挙研修院）  

討論者： 李洪千(慶應義塾大学) 



第 4回研究会（平成 24年 2月 24日） 

「選挙におけるソーシャルネットワークと選挙報道の信頼性に関する国際シンポジウム」 

報告：「韓国の選挙におけるインターネットの利用」  

報告者：チェ・ミンゼ（韓国言論財団） 

報告：「ソウル市長選における SNS の利用と報道の信頼性調査」  

報告者：金ウィグン（韓国言論振興財団） 

報告：「大阪市長選挙におけるソーシャルネットワークと報道」  

報告者：上ノ原秀晃（東京大学） 

報告：「アメリカ政治と選挙に与える情報技術の影響」  

報告者：ハン・ジョンウ（シラキュース大学） 

討論：前嶋和弘（文教大学准教授）、遠藤薫（学習院大学法学部 教授）各部の参加者 

 

【メディア集中に関する研究会】 

主査：中村清（早稲田大学教授） 

幹事：山田肇（東洋大学教授） 

第 1回研究会（平成 23年 4月 19日） 

 報告：「国際プロジェクトに提出するレポートについて」 

第 2回研究会（平成 23年 5月 20日） 

報告：震災に伴うメディア接触動向に関する調査 

報告者：寺田知太（野村総合研究所） 

第 3回研究会（平成 23年 10月 11日） 

報告：「国際プロジェクトブラッセル会合の報告と横浜会合の準備について」 

報告者：林紘一郎（情報セキュリティ大学院大学） 

第 4回研究会（平成 23年 11月 22日） 

報告：「国際プロジェクトへの日本からの報告と横浜会合の準備について」 

報告者：中村清（早稲田大学） 

林紘一郎（情報セキュリティ大学院大学） 

第 5回研究会（平成 23年 12月 19日） 

報告：「国際プロジェクト・横浜会合の準備について」 

報告者：林紘一郎（情報セキュリティ大学院大学） 

第 6回研究会 

ICPF、情報セキュリティ大学院大学協賛シンポジウム（平成 24年 1月 19日～21日） 

「Media Concentration around the World: Analyses and Conclusions」 

 

【地域メディア研究会】 

主査：上原伸元（東京国際大学専任講師） 

幹事：並木志乃（東京大学大学院情報学環交流研究員）、金田英郎（日本ケーブルテレビ連盟） 

第 1回研究会（平成 23年 5月 25日） 

報告：「東日本大震災とコミュニティラジオ」 

報告者：金山智子（駒澤大学） 

第 2回研究会（平成 23年 7月 3日） 



報告：「地域メディア利用動向に関する調査報告」 

報告者：高田義久（慶應義塾大学）、菅谷実  （慶應義塾大学）、米谷南海（慶應義塾大学大学院） 

並木志乃（東京大学） 

コメンテータ：金田英郎（日本ケーブルテレビ連盟） 

第 3回研究会（平成 23年 9月 27日） 

報告：「東日本大震災とケーブルテレビ－釜石市三陸ブロードネットの事例から－」 

報告者：齊藤聡（三陸ブロードネット株式会社）  

 

【ICT将来政策研究会】 

主査：土屋大洋（慶應義塾大学准教授）、秋吉美都（専修大学） 

幹事：筬島専（総務省）、高崎晴夫（KDDI 総研取締役主席研究員） 

第 1回研究会（平成 23年 5月 26日） 

報告：「インターネット規制のコントロール・ポイント ―著作権・プライバシー・表現規制―」 

報告者：生貝直人（東京大学大学院)  

報告：「ライフログの活用と保護に向けて」 

報告者：吉井英樹（ソフトバンクテレコム株式会社） 

第 2回研究会（平成 23年 7月 3日） 

報告：「日本のブロードバンドユーザーの利活用の特徴」 

報告者：佐野貴子（総務省情報通信政策研究所） 

報告：「日本のブロードバンドユーザーの利活用の特徴」 

報告者：佐野貴子（総務省情報通信政策研究所） 

報告：「海外における次世代 IPTV 事業の新展開及び政策動向等について」 

報告者：佐野貴子（総務省情報通信政策研究所） 

報告：「利用者視点における企業テレワークの利点と課題」 

報告者：吉見憲二（早稲田大学大学院） 

報告：「地域情報化活動における地域間連携に関する分析～インターネット市民塾活動調査より～」 

報告者：高田義久（慶應義塾大学） 

第 3回研究会（平成 23年 12月 9日） 

報告：「EU電気通信政策にみる域内市場の機能と公共的側面：1980-90年代の取り組みの考察と 

現在への示唆」 

報告者：井上淳（大妻女子大学） 

報告：「ネットショッピングとリアルショッピングの境界線を地図にする」 

報告者：鷲田祐一（一橋大学大学院）  

第 4回研究会（平成 24年 3月 12日） 

報告：「電力事業の産業組織論的分析－通信と比較して－」 

報告者：上田昌史（国立情報学研究所） 

報告：「自治体の SNS 利活用－国内外の「先進」事例にみる課題と展望」 

報告者：谷本晴樹（（財）尾崎行雄記念財団主任研究員） 

 

【情報通信経済法学研究会】 

主査：林秀弥（名古屋大学） 



幹事：福田雅樹（早稲田大学大学院） 

第 1回研究会（平成 23年 10月 8日） 

報告：「Competition, Regulation, and Consumer Protection in Japan’s Telecommunications」 

報告者：林秀弥（名古屋大学)、 富岡秀夫(総務省)、中崎尚（弁護士）、板倉陽一郎（弁護士）、 

福田雅樹（早稲田大学） 

 

表4 情報通信ビジネス懇談会の開催 

第25回情報通信ビジネス懇談会（平成23年4月27日） 

テーマ：「米国主要事業者の2010年度業績に見る通信業界の競争の現状」 

発表者：清水憲人（株式会社 情報通信総合研究所） 

第26回情報通信ビジネス懇談会（平成23年5月17日） 

テーマ：「IPサイマルラジオ(radiko)の可能性と今後の展開 ～ネット広告とは異なる新しいビジネ

スモデルとは？～」 

発表者：三浦文夫（株式会社電通関西支社） 

第27回情報通信ビジネス懇談会（平成23年5月30日） 

テーマ：「番号制度早期導入に向けて」 

発表者：足立祥代（国際公共政策研究センター） 

第28回情報通信ビジネス懇談会（平成23年10月11日） 

テーマ：「モバイル市場の変化とモバイル・エコシステムの動態」 

発表者：Marco Koeder（Group Head of Digital for MRM Worldwide Japan of the McCannWorldgroup） 

タイトル：「The Mobile (R)evolution: Is It Comfortable to Live in a Walled Garden?」 

第29回情報通信ビジネス懇談会（平成24年1月25日） 

テーマ：「朝日新聞デジタルとハイブリッド型メディア戦略」 

発表者：樋口太（朝日新聞社コンテンツ事業センター・センター長） 

荒谷謙治（朝日新聞社コンテンツ事業センター・次長） 

第30回情報通信ビジネス懇談会（平成24年2月28日） 

テーマ：「フリー、シェア、パブリック時代の読書の可能性」 

報告者：松島倫明（NHK出版学芸図書編集部） 

第31回情報通信ビジネス懇談会（平成24年3月21日） 

 テーマ：「モバイルサービスの現状と将来」 

報告者：三木 修（NTTドコモ） 

＊マルチメディア研究会合同 

 



 
 
平成23年度事業報告に関しては、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３

項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、附属明細書は作成しない。 
 

平成24年5月 
 公益財団法人 情報通信学会 


